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三条市マイナンバーカードの独自サービス

マイナンバーカードを手にしてもらうための誘導策
「住民情報系システム共同化」業務の一機能として導入し、コスト削減を実現

独自サービスのポイント

 10年間の有効期限

 選挙、避難所、図書等
は、パスワード無し

※ カードAPによる認証方式を採用
※ JPKIでは、有効期限が5年間

サービスの充実 全国最多!!

① 証明書のコンビニ交付

② 窓口支援

③ 図書の貸出受付

④ 避難所の入退所受付

⑤ 選挙の投票入場受付

⑥ 職員の出退勤管理

全国初!!
Ｈ27.1

⑤+ 期日前投票の
宣誓書記載の省略

⑥+ 学校等の出退勤管理(H30.7)

⑦ 民間優遇サービスの提供

❽ ぴったりサービスの拡大

❾ めいぶつチョイス等の実施(H30.7)

さらに追加

全国初!!
Ｈ30.4
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三条市－ 選挙の投票所入場受付 －

期日前投票時（専用ネットワーク)

当日投票時（スタンドアロン)

① カードを読み取ることにより、「利用者ID」に紐づいた
対象者の資格情報等を画面表示

② 投票事由を聞き取って入力し、宣誓書を出力、投票
用紙を交付

※ 入場券(名簿番号)のバーコード読取による検索も可

上記２の手順と同じ

※ ２とはシステムは異なる

投票所53ヶ所。回線未敷設の投票所や回線障害等を考慮しｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ(ﾘｰｽ切れPC)で運用
障害対策で紙名簿を配付。 投票前日データセット＆PC配布作業 20時～約2h × 4人

投票所は、三条・栄・下田の３庁舎

©2007 RKKCS

©2007 RKKCS

 当日投票も含め、システム受付により住民待ち時間の短縮と従事職員の削減等を実現！

 カード利用により、待ち時間なく、パスワードもなく、宣誓書記載もなく、瞬時に投票！

三条市旭町２
－３－１三条市旭町２
－３－１三条 太郎

宣誓書出力

過去に大停電も数回経験
当日選挙はリスク対策が必須！
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三条市

①宣誓書記載机のイスに着席 ②職員が記載内容を説明
③住民が宣誓書に記入 ④住民がイスから移動し入場券と宣誓書
を職員に渡す ⑤職員が確認し入場券でシステムへ受付登録

⇒ ・ 宣誓書の説明及び記載などで待ち時間が長い

・ なりすましチェック無し

過 去

天候の影響や
期日前投票の最終日などは

1時間待ちも！

－ 期日前投票での宣誓書記載の省略 －

三条市旭町２－３－１

三条市旭町２－３－１

三条 太郎

(全項目電算出力)

マイナンバーカード
受付

©2018 RKKCS

①マイナンバーカードによりシステムで受け付け、
投票事由を聞き取り登録後に宣誓書出力

⇒ ・ 着席も手書きも無し、待ち時間無し

・ 顔写真で本人確認

カード無くても投票環境を改善

⇒・ 入場券 兼 宣誓書
（自宅等で記入可能）
・ レイアウト変更と記載台増設
イスを撤去し立ち記載台に

現 在

手書き不要のため
高齢者や障がい者等にもやさしい！
負担軽減で、投票率向上に寄与！
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三条市－ ４月22日市議会議員選挙の状況 －
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投票者総数 45,212 人 (投票率 54.2% 過去最低）

うち 期日前投票 9,925 人 (投票総数の22% 前回市議選の1.5倍増)

うち カード利用者 372 人 (期日前投票の3.7%)

H29衆議院選挙の期日前投票者 17,823 人 (投票総数の31.3%）

人口 98,791 人 (3月末現在）

カード交付者 8,813 人 (3月末現在 人口の 8.9%)

カード交付申請者 11,443 人 (3月末現在 人口の11.4%)

カード普及率・投票率の低迷と周知不足で
カード利用は期日前投票者で3.7％のみ

それもで、利用者の声は
簡単、便利！

ネット投票？

コスト低減と信頼性確保が必須
システムは国主導で！

市議選の投開票経費 約1,830万円
（期日前投票除く）

人件費 当日投票 約850万円＋開票 約80万円

分類機等経費 約900万円

カードの被保証機能追加で
普及率・携帯率が拡大

大きな効果に期待！


